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2122 地底から湧き出る生水（しょうず）で野菜を洗う。川端（かばた）文化が今も暮らしに根づいている滋賀・針江

少
子
高
齢
時
代
の

地
域
ス
タ
イ
ル

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
の
な
か
で
、

地
域
は
ど
の
よ
う
に
し
て
持
続
的
発
展
を
図
れ
ば
い
い
か
？

長
年
培
っ
て
き
た
伝
統
や
地
域
特
性
・
風
土
を
生
か
し

前
向
き
に
、楽
観
的
に
挑
戦
を
続
け
る
関
西
︱
︱

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
な
り
の
ス
タ
イ
ル
を
追
っ
て
み
た
。



滋
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コ
イ
、
フ
ナ
な
ど
が
産
卵
に
遡
上
。
そ
の
ま
ま
水
路
や
家
々
の
端

池
に
棲
み
つ
く
魚
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
「
実
は
大
川
の
川
底
や
岸
壁
か
ら
も
生
水
が
湧
い
て
い
て
、

二
十
年
ほ
ど
前
に
護
岸
工
事
を
し
た
時
、
魚
が
棲
め
る
よ
う
、
川

底
や
護
岸
の
底
を
自
然
の
ま
ま
残
し
た
そ
う
で
す
」
と
生
水
の
郷

委
員
会
相
談
役
の
橋
本
剛
明
さ
ん
は
言
う
。
そ
の
た
め
、
今
で
も

大
川
を
流
れ
る
水
の
約
七
割
は
生
水
で
、
川
藻
が
茂
り
、
琵
琶
湖

固
有
の
魚
や
ホ
タ
ル
が
棲
み
、
夏
場
は
子
供
た
ち
が
昔
と
同
じ
よ

う
に
川
遊
び
に
興
じ
て
い
る
。
そ
の
光
景
を
眺
め
な
が
ら
、
川
端

ツ
ア
ー
案
内
役
の
一
人
、
上
原
久
枝
さ
ん
は
、「
私
ら
、
小
さ
い
頃
、

洗
濯
用
の
た
ら
い
で
遊
ん
で
、
よ
く
叱
ら
れ
ま
し
た
」
と
笑
っ
た
。

昔
な
が
ら
の
暮
ら
し
が
若
者
を
呼
び
戻
す

　

幾
世
紀
も
守
り
伝
え
ら
れ
た
「
川
端
」
も
、
こ
れ
ま
で
針
江
の

人
々
に
と
っ
て
は
、
た
だ
の
日
常
の
存
在
だ
っ
た
。
そ
れ
が
五
年

前
、
針
江
の
伝
統
的
な
暮
ら
し
を
描
い
た
映
像
作
品
が
テ
レ
ビ
で

放
映
さ
れ
、
一
躍
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
あ
の
番
組
を
観
て
、『
こ
れ
か
ら
、
人
が
来
る
や
ろ
な
』
と
感

じ
た
地
元
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
委
員
会
を
つ
く
っ
て
対
応
策

を
考
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」（
山
川
さ
ん
）。
そ
の
一
つ
が
、
川

端
を
巡
り
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
味
わ
う
、
第
二
・
第
四

土
曜
開
催
の
定
期
ツ
ア
ー
だ
っ
た
。
し
か
し
平
日
で
も

見
学
希
望
者
が
続
出
。
そ
こ
で
、
生
活
空
間
を
人
目
に

さ
ら
す
地
元
の
人
々
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
生
水

の
郷
委
員
会
メ
ン
バ
ー
や
そ
の
家
族
が
案
内
役
と
な
っ
て
、
許
可

水
で
つ
な
が
る
「
川
端
文
化
」

　

右
手
に
青
々
と
輝
く
琵
琶
湖
、
左
手
に
緑
深
い
比
良
山
地
を
眺

め
な
が
ら
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
を
北
上
す
る
と
、
や
が
て
安
曇
川
下
流
域

に
広
が
る
豊
か
な
デ
ル
タ
地
帯
に
出
る
。
そ
の
北
端
近
く
、
Ｊ
Ｒ

新
旭
駅
の
北
東
に
位
置
す
る
の
が
、
地
底
か
ら
湧
き
出
る
生し

ょ
う
ず水
を

巧
み
に
暮
ら
し
に
取
り
込
む
「
川か
ば
た端

」
文
化
を
育
ん
で
き
た
高
島

市
新
旭
町
針
江
の
集
落
だ
。

　

針
江
生
水
の
郷
委
員
会
会
長
の
山
川
悟
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
当
地

の
地
下
二
十
数
メ
ー
ト
ル
に
は
安
曇
川
の
伏
流
水
が
流
れ
、
古
来
、

地
元
の
人
々
は
各
家
の
敷
地
内
に
深
い
穴
（
元
池
）
を
掘
り
、
竹

筒
を
打
ち
込
ん
で
出
て
く
る
、水
温
一
三
〜
一
四
℃
の
湧
き
水（
生

水
）
を
水
場
（
川
端
）
に
設
け
た
「
壺
池
」
に
溜
め
、
飲
み
水
か

ら
米
と
ぎ
、
野
菜
洗
い
、
洗
顔
な
ど
に
役
立
て
て
き
た
。
用
済
み

の
水
は
川
端
に
掘
っ
た
端は
た
い
け池
に
溜
め
ら
れ
、
そ
こ
に
棲
み
つ
く
コ

イ
な
ど
が
野
菜
の
切
れ
端
や
残
飯
を
き
れ
い
に
食
べ
て
水
を
浄
化
。

端
池
を
出
た
水
は
水
路
を
伝
っ
て
、
集
落
の
真
ん
中
を
流
れ
る
針

江
大
川
へ
。
大
川
は
水
田
地
帯
を
潤
し
な
が
ら
琵
琶
湖
へ
と
注
ぎ

込
む
。

　

大
川
に
は
以
前
、
漁
労
の
川
船
や
、
田
植
え
や
稲
刈
り
に
向
か

う
田
舟
が
行
き
来
し
、
琵
琶
湖
か
ら
ボ
テ
ジ
ャ
コ
や
ビ
ワ
マ
ス
、

2324

世代を超え地域に息づく「水」の共有システム

❶川端に棲みついたコイたちが残飯をきれいに食べて水を浄化する
❷針江集落を流れる針江大川は、子供たちの楽しい遊び場でもある
❸近くの正伝寺境内の川端は、参詣者の手洗い場となっている
❹家々の川端の水を集めて流れる水路に沿って見学者をガイドする上原さん
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を
受
け
た
家
々
の
川
端
を
巡
る
見
学
ツ
ア
ー
を
一
日

三
回
開
催
。
前
後
し
て
新
聞
や
雑
誌
、
テ
レ
ビ
の

取
材
も
相
次
ぎ
、
川
端
見
学
者
は
年
ご
と
に
増
加
し

て
き
た
。

　
「
安
曇
川
か
ら
嫁
い
だ
私
は
、
夏
冷
た
く
、
冬
温
い
生
水
の
湧

く
川
端
っ
て
結
構
や
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
素
麺
を
湯
が
い
て
こ

こ
に
浸
け
る
と
、
シ
ャ
キ
ッ
と
し
て
、
見
学
の
方
が
『
お
い
し
そ

う
や
な
』
と
言
わ
れ
ま
す
」（
清
水
陸
子
さ
ん
）。「
生
ま
れ
た
時

か
ら
川
端
と
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
が
、
遠
く
か
ら
来
ら
れ
た
み
な

さ
ん
に
『
良
い
と
こ
や
な
』
と
言
わ
れ
、
初
め
て
川
端
の
あ
り
が

た
み
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
三
宅
嘉
子
さ
ん
）。

　

現
在
、
百
七
十
一
戸
の
針
江
に
は
百
を
超
え
る
川
端
が
あ
り
、

川
端
文
化
を
守
る
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
四
十
代
か
ら
七
十
代
ま
で

七
十
五
人
。
案
内
役
は
二
十
人
で
、
元
気
な
中
高
年
層
が
活
動
を

支
え
て
い
る
。

　

川
端
の
あ
る
昔
な
が
ら
の
生
活
へ
の
認
識
が
深
ま
っ
た
た
め
か
、

都
会
暮
ら
し
を
し
て
い
た
農
家
出
身
の
若
者
が
針
江
に
戻
り
、
農

業
を
継
ぐ
周
辺
の
若
者
た
ち
と
「
高
島
元
気
米
」
と
い
う
グ
ル
ー

プ
を
結
成
。
ブ
ラ
ン
ド
米
を
開
発
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
地
域
固

有
の
風
土
と
伝
統
的
な
暮
ら
し
の
な
か
か
ら
、
地
に
足
の
着
い
た
、

明
日
に
つ
な
が
る
生
活
文
化
が
育
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

熟練杜氏の技術と情熱を受け継ぐ

25

21

日
本
の
酒
造
り
文
化
を
担
っ
た
杜
氏
制
度

　

京
都
盆
地
南
部
。
東
は
桃
山
丘
陵
、
南
は
宇
治
川
、
西
は
鴨
川

と
桂
川
に
囲
ま
れ
た
伏
見
の
地
は
、
か
つ
て
「
伏
水
」
と
も
記
さ

れ
た
よ
う
に
良
質
の
地
下
水
脈
に
恵
ま
れ
、
古
来
、
酒
造
り
が
盛

ん
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
十
六
世
紀
末
、
豊
臣
秀
吉
が
伏
見
城
を
築

い
て
か
ら
は
、
京
都
市
中
か
ら
移
り
住
む
造
り
酒
屋
も
多
く
、
江

戸
前
期
に
は
八
十
三
軒
の
蔵
元
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
幕
末

の
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
で
街
は
消
失
。
明
治
以
降
、
新
た
な
歩
み
を

始
め
た
。

　
「
実
は
、
江
戸
時
代
、
伏
見
の
酒
は
ま
だ
ま
だ
世
間
に
は
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
。
酒
の
質
が
飛
躍
的
に
良
く
な
っ
た
の
は
、
近

代
に
な
っ
て
精
米
技
術
が
上
が
り
、
技
術
集
団
で
あ
る
杜と
う
じ氏
た
ち

が
懸
命
に
勉
強
し
て
い
っ
た
か
ら
で
す
」
と
言
う
の
は
、
増
田
徳

兵
衛
商
店
社
長
で
伏
見
酒
造
組
合
副
理
事
長
の
十
四
代
増
田
徳
兵

衛
さ
ん
だ
。

　

酒
造
り
は
、
精
米
か
ら
洗
米
、
蒸
米
、
麹
づ
く
り
、
酒し
ゅ
ぼ母

づ
く

り
を
経
て
、
も
ろ
み
を
仕
込
み
、
約
一
カ
月
間
発
酵
。
も
ろ
み
を

搾
り
、
ろ
過
、
火
入
れ
し
て
ビ
ン
詰
め
す
る
。
そ
の
間
、
杜
氏
は

自
ら
の
知
識
、
技
術
、
経
験
、
セ
ン
ス
を
総
動
員
さ
せ
、
酒
造
り

に
携
わ
る
蔵く
ら
び
と人
を
差
配
し
て
、
質
の
高
い
新
酒
に
仕
立
て
あ
げ
て

い
く
。　

3

❶かつて川船や田舟が行き来した針江大川
❷集落内の豆腐屋さんは、川端の生水で豆腐をつくり、冷やしている　❸夏場は川端で野菜を冷やす

増田徳兵衛商店の蔵に並ぶ醸造タンクを点検する社員蔵人の渡部智さん
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そ
の
よ
う
な
酒
造
り
を
支
え
る
杜
氏
制
度
は
、
江
戸
時
代
に
確

立
さ
れ
た
。
稲
の
収
穫
が
終
わ
っ
た
晩
秋
、
丹
後
や
丹
波
、
但
馬
、

越
前
な
ど
の
農
村
地
帯
か
ら
伊
丹
や
灘
、
伏
見
な
ど
の
酒
処
に
、

杜
氏
に
率
い
ら
れ
た
蔵
人
た
ち
が
訪
れ
、春
先
ま
で
「
寒
仕
込
み
」

の
酒
造
り
に
専
念
。
伏
見
の
蔵
元
も
、
近
代
以
降
、
各
蔵
独
自
の

工
夫
と
技
術
で
銘
酒
を
育
て
、
全
国
市
場
に
進
出
し
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、戦
後
の
高
度
経
済
成
長
で
社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
。

長
年
、
優
れ
た
杜
氏
を
輩
出
し
て
き
た
農
村
地
帯
の
生
活
基
盤
が

崩
れ
、
七
〇
年
以
降
は
杜
氏
と
蔵
人
の
世
界
も
高
齢
化
と
後
継
者

不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
八
五
年
頃
に
な
る
と
杜
氏
の

奪
い
合
い
で
大
変
だ
っ
た
と
か
。

社
員
蔵
人
、
女
性
杜
氏
た
ち
の
登
場

　
「
そ
の
頃
か
ら
、
伏
見
の
蔵
元
も
、
い
い
杜
氏
を
獲
得
す
る
だ

け
で
な
く
、
杜
氏
や
、
杜
氏
の
下
で
仕
事
を
す
る
蔵
人
の
代
わ
り

と
な
る
社
員
を
育
て
な
が
ら
、
酒
造
り
を
す
る
方
向
に
移
っ
て
き

ま
し
た
。
現
在
、
伏
見
に
は
二
十
三
の
蔵
元
が
あ
り
ま
す
が
、
従

来
の
蔵
人
だ
け
で
や
っ
て
い
る
の
は
三
社
ぐ
ら
い
で
す
」
と
増
田

さ
ん
。ま
た
、今
ま
で
杜
氏
と
蔵
人
に
よ
る
季
節
労
働
で
成
り
立
っ

て
き
た
酒
造
業
界
も
、
社
員
蔵
人
が
増
え
る
に
し
た
が
っ
て
、
従

来
の
「
寒
造
り
」
だ
け
で
は
経
営
効
率
が
悪
く
、
夏
場
で
も
で
き

る
酒
造
り
か
ら
、
酒
に
関
係
の
深
い
発
酵
食
品
づ
く
り
な
ど
も
手

が
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、
増
田
さ
ん
は
、
一
度
は
途
絶
え
た
京
都
の
酒
米

「
祝
米
」
に
注
目
。
杜
氏
や
社
員
、
契
約
農
家
と
と
も
に
無
農
薬

伏見のまちなかを流れる宇治川派流沿いに建つ酒蔵（現：月桂冠内蔵酒造場）
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奈
良

若手農業従事者を育てる

30

担
い
手
不
足
と
耕
作
放
棄
地
解
消
へ

　

奈
良
県
を
農
業
地
形
図
的
に
分
割
す
れ
ば
、
稲
作
と
ト
マ
ト
、

ナ
ス
、イ
チ
ゴ
な
ど
の
果
菜
類
、花
卉
栽
培
の
「
大
和
平
野
地
域
」。

そ
の
東
方
に
位
置
す
る
、
茶
、
高
原
野
菜
や
畜
産
な
ど
の
「
大
和

高
原
地
域
」。
そ
し
て
、
柿
、
梅
な
ど
の
果
樹
栽
培
で
有
名
な
、

吉
野
山
系
を
中
心
と
す
る
「
五
條
・
吉
野
地
域
」
に
分
か
れ
る
。

　

地
形
的
な
制
約
か
ら
、
奈
良
県
は
耕
地
面
積
も
農
家
戸
数
も
少

な
く
、
そ
の
う
え
主
な
収
入
を
給
与
所
得
に
頼
る
兼
業
農
家
が
大

半
だ
。

　

奈
良
県
農
林
部
担
い
手
・
農
地
活
用
対
策
課
主
幹
の
林
卓
二
さ

ん
に
よ
れ
ば
、
近
年
は
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
か

ら
県
内
の
耕
作
放
棄
地
も
全
体
の
約
一
八
・
五
％
に
達
す
る
と
い

う
。
そ
ん
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
同
課
で
は
現
在
、
農
業
の

新
規
参
入
者
の
育
成
と
農
地
の
有
効
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
今
年
六
月
に
実
施
し
た
今
年
度
前
期
の
募
集
で
は
、
定
員
十

人
に
対
し
県
内
十
四
人
、
県
外
五
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
」
と

同
課
主
幹
の
西
山
悦
司
さ
ん
は
言
う
。
応
募
者
た
ち
は
支
援
農
家

で
の
一
週
間
の
事
前
体
験
の
あ
と
、
奈
良
県
農
業
大
学
校
で
一
カ

月
間
の
事
前
研
修
を
受
け
、
そ
の
後
、
希
望
す
る
産
地
の
受
け
入

れ
農
家
で
一
年
間
の
実
践
研
修
に
臨
み
、
や
が
て
県
の
技
術
的
支

援
を
受
け
な
が
ら
、
自
ら
就
農
に
挑
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
現
実
は
そ
れ
ほ
ど
甘
く
は
な
い
。

の
米
作
り
か
ら
始
め
た
り
、
江
戸
時
代
に
開
発
さ
れ
た
「
樽
仕
込

み
」
以
前
の
「
甕か

め

囲
い
」
と
い
う
古
酒
づ
く
り
に
挑
む
な
ど
、
日

本
酒
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
に
励
ん
で
き
た
。

　
「
酒
造
り
に
は
、
麹
菌
や
酒
母
菌
に
よ
る
“
発
酵
”
と
い
う
、

人
の
働
き
を
超
え
た
、“
意
”
に
な
ら
な
い
も
の
を
、い
か
に
“
意
”

の
ま
ま
に
し
て
い
く
か
、
と
い
う
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
」。
そ
の

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
と
こ
ろ
に
惹
か
れ
る
の
か
、「
酒
造
り
を
し

た
い
」
と
伏
見
に
来
る
若
者
も
増
え
て
き
た
そ
う
で
、
近
年
は
若

い
女
性
で
杜
氏
を
目
指
す
人
も
現
れ
、
伏
見
で
も
多
く
の
女
性
が

酒
造
り
に
励
ん
で
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
増
田
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
酒
造
り

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
力
は
、
若
者
以
上
に
年
季
の
入
っ
た
杜
氏
た
ち

の
方
が
勝
る
か
も
知
れ
な
い
。
酒
造
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
技
術
だ
け

で
な
く
、
杜
氏
た
ち
の
酒
造
り
に
賭
け
る
熱
い
想
い
を
、
い
か
に

若
手
の
社
員
杜
氏
、
社
員
蔵
人
た
ち
に
伝
え
て
い
く
か
。
そ
の
た

め
に
は
、
ス
ペ
ッ
ク
だ
け
に
こ
だ
わ
っ
た
単
な

る
“
良
い
酒
”
で
は
な
く
、 “
通
”
の
心

に
訴
え
る
“
粋
な
酒
”
を
造
り
続
け
る

力
を
磨
い
て
い
か
な
け
れ
ば
、
と
増
田

さ
ん
は
力
を
込
め
る
。

　

多
様
で
奥
深
い
「
和
」
の
ふ
る
さ
と
京

都
・
伏
見
の
蔵
元
か
ら
、
世
界
に
通
じ
る

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
が
生
ま
れ
る

日
も
遠
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

3

1
2

❶増田徳兵衛商店　❷伏見の銘酒すべてを揃える酒屋「油長（あぶらちょう）」
❸「甕囲い」でつくられ、熟成中の「古酒」を見守る14代増田徳兵衛さん
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奈
良

を
自
由
に
動
け
る
た
め
、
収
穫
作
業
ば
か
り
か
、
重
労
働
の
防
除

作
業
が
短
時
間
で
済
み
、農
薬
散
布
量
も
激
減
。県
内
で
見
つ
か
っ

た
早
生
種
柿
を
導
入
し
、
露
地
栽
培
で
従
来
品
種
よ
り
一
カ
月
早

い
九
月
中
旬
か
ら
、
ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
六
月
末
か
ら
出
荷
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
全
国
市
場
で
の
優
位
性
を
確
保
。
農
作
業
の
飛
躍

的
な
効
率
化
と
収
益
性
の
向
上
で
、
農
業
に
夢
、
希
望
を
抱
い
て

実
家
の
農
業
を
継
ご
う
と
す
る
若
者
が
増
加
し
て
い
っ
た
。

　

彼
ら
西
吉
野
地
区
の
若
手
農
業
者
た
ち
は
、
同
時
に
地
区
を
超

え
、
奈
良
市
、
大
和
郡
山
市
、
天
理
市
、
五
條
市
西
吉
野
地
区
を

基
盤
と
す
る
奈
良
県
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
新
た
な
農
業
の
姿
を
追
い
求
め
て
い
る
。
奈
良
市
南
部
で
イ
チ

ゴ
栽
培
に
取
り
組
む
会
長
の
猪
岡
祥
介
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
同
会
で

は
、毎
年
、地
区
ご
と
に
農
業
技
術
の
向
上
や
地
域
活
性
化
を
テ
ー

マ
に
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。「
僕

は
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
ま
だ
四
年
で
す
が
、
お
か
げ
で
各
地

の
同
世
代
の
仲
間
や
先
輩
と
た
く
さ
ん
知
り
合
い
、
い
ろ
ん
な
研

究
発
表
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
て
、
と
て
も
い
い
刺
激
を
受

け
て
い
ま
す
」
と
猪
岡
さ
ん
は
目
を
輝
か
す
。

　

若
手
後
継
者
が
切
磋
琢
磨
し
て
よ
り
良
い
、
よ
り
収
益
性
の
高

い
農
業
を
発
展
さ
せ
、
そ
こ
に
加
わ
る
新
規
参
入
者
が
地
道
に
腕

を
磨
き
、
増
加
す
る
一
方
の
耕
作
放
棄
地
再
生
に
取
り
組
ん
で
く

れ
れ
ば
、
き
っ
と
県
内
の
農
業
地
域
の
活
性
化
と
国
内
の
食
料
自

給
率
ア
ッ
プ
に
役
立
つ
、
と
上
辻
さ
ん
は
期
待
す
る
。

❶イチゴの苗を育てる猪岡祥介さん　❷大和平野（奈良盆地）の山沿いに広がる水田
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今
年
七
月
、
事
前
体
験
者
を
一
人
受
け
入
れ
た
、
五
條
市
の
果

樹
農
家
で
奈
良
県
指
導
・
女
性
農
業
士
会
副
会
長
の
上

辻
八
江
さ
ん
は
、
基
盤
と
な
る
農
地
も
農
機
具
も
、

経
験
も
技
術
も
、
販
売
ル
ー
ト
も
、
地
域
で
の
人

間
関
係
も
信
用
も
す
べ
て
ゼ
ロ
の
状
態
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
新
規
参
入
者
に
、「
よ
ほ
ど
腹
を
く

く
っ
て
い
か
な
い
と
、
と
、
そ
れ
ば
か
り
訴
え
て
い

ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

和
歌
山
出
身
で
独
身
の
頃
、会
社
勤
め
だ
っ
た
上
辻
さ
ん
自
身
、

結
婚
後
何
年
か
は
ま
っ
た
く
農
作
業
と
無
縁
だ
っ
た
。
そ
れ
が
あ

る
時
、「
私
、
農
業
で
ご
飯
を
食
べ
、
子
供
を
養
わ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
の
に
農
業
の
こ
と
を
何
も
知
ら
な
い
」
と
気
づ
き
、以
来
、

懸
命
に
果
樹
栽
培
の
勉
強
と
生
活
改
善
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た

と
い
う
。

効
率
化
と
収
益
性
向
上
で
農
業
に
夢
を

　
「
私
た
ち
が
豊
か
で
、
い
つ
も
笑
顔
で
明
る
く
、
生
き
生
き
と

活
動
し
て
い
れ
ば
、
次
の
世
代
の
人
た
ち
も
、
自
然
に
、
将
来
、

あ
の
よ
う
な
生
き
方
が
し
た
い
、
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
」。

上
辻
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
全
国
有
数
の
柿
、
梅
生
産
地
で
あ
る

五
條
・
吉
野
地
域
で
は
、
他
地
域
が
羨
む
ほ
ど
、
若
手
後
継
者
が

た
く
さ
ん
育
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
七
五
年
頃
か
ら
同
地
域
の
農
家
が
力
を
合
わ
せ
て
取

り
組
ん
だ
国
営
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
、
十
三
カ
所
の
大
規
模
な
果
樹

団
地
造
成
事
業
の
成
果
で
あ
る
。
作
業
車
が
な
だ
ら
か
な
果
樹
園

1
2

3

❶西吉野地区の柿園を見回る上辻八江さん　❷採れたばかりのハウス柿　
❸ハウス柿の収穫に汗を流す上辻さんのご主人（p30の写真は息子さん）
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淡
路
・
五
色

れ
に
明
石
海
峡
大
橋
の
お
か
げ
で
神
戸
や
大
阪
へ
も
出
や
す
く
、

阪
神
方
面
に
暮
ら
す
子
供
た
ち
家
族
に
も
、
お
盆
や
正
月
、
レ

ジ
ャ
ー
を
兼
ね
て
新
し
い
「
実
家
」
を
訪
ね
る
楽
し
み
も
生
ま
れ

た
。
と
り
わ
け
夏
休
み
は
ど
こ
の
家
庭
も
、
海
遊
び
を
楽
し
む
訪

問
客
が
次
々
に
や
っ
て
く
る
よ
う
だ
。

　

リ
ッ
チ
ラ
ン
ド
の
物
件
を
扱
う
リ
ブ
レ
の
土
谷
勲
さ
ん
に
よ
れ

ば
、
八
年
前
、
五
色
浜
の
近
く
に
、
サ
ッ
カ
ー
場
や
体
育
館
な
ど

を
備
え
た
公
営
の
五
色
台
運
動
公
園
「
ア
ス
パ
五
色
」
が
開
発
さ

れ
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
行
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
定
住
者
が
増

え
始
め
、
昨
年
だ
け
で
五
家
族
が
入
居
し
た
と
い
う
。
ち
な
み
に

ア
ス
パ
五
色
に
は
二
年
前
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
も
オ
ー
プ
ン
し
た
。

過
疎
化
に
挑
む
定
住
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
「
旧
五
色
町
が
以
前
か
ら
健
康
福
祉
に
力
を
入
れ
て
き
た
こ
と

も
、暮
ら
し
や
す
さ
の
背
景
に
あ
り
ま
す
」、と
工
藤
さ
ん
は
言
う
。

で
は
そ
の
健
康
福
祉
策
が
い
か
に
生
ま
れ
、
育
っ
て
き
た
の
か
。

　

三
年
前
の
二
〇
〇
六
年
、
合
併
し
て
洲
本
市
と
な
っ
た
旧
五
色

町
は
、
も
と
も
と
農
業
と
漁
業
を
中
心
と
す
る
人
口
一
万
人
ほ
ど

の
「
田
舎
町
」
だ
っ
た
。

　

戦
後
、
過
疎
化
が
進
み
、
七
〇
年
代
に
は
町
内
各
地
区
の
中
学

校
を
統
廃
合
し
、
旧
校
地
へ
の
企
業
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

だ
。
企
業
が
や
っ
て
く
る
と
、
従
業
員
家
族
を
受
け
入
れ
る
し
く

み
が
必
要
に
な
る
。
旧
五
色
町
で
は
、
以
後
、
新
旧
住
民
の
た
め

の
健
康
福
祉
施
策
を
充
実
さ
せ
、
定
住
化
促
進
の
た
め
町
営
の
宅

地
分
譲
に
着
手
し
た
。

都
会
の
そ
ば
の
田
舎
暮
ら
し

　

明
石
海
峡
大
橋
を
渡
っ
て
淡
路
島
へ
。
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車

道
を
南
下
し
、
西
淡
三
原
イ
ン
タ
ー
を
出
て
西
へ
向
か
う
と
播
磨

灘
を
望
む
海
岸
線
に
至
る
。
海
岸
線
を
北
へ
し
ば
ら
く
走
る
と
、

風
光
明
媚
な
五
色
浜
が
あ
る
。

　

そ
の
五
色
浜
を
見
下
ろ
す
分
譲
地
「
五
色
浜
リ
ッ
チ
ラ
ン
ド
」

に
、
工
藤
武
さ
ん
、
美
智
子
さ
ん
夫
妻
が
愛
犬
と
と
も
に
移
住

し
て
き
た
の
は
八
年
前
だ
っ
た
。
工
藤
さ
ん
は
洲
本
市
出
身
で
、

高
校
卒
業
後
、
大
阪
の
企
業
に
就
職
。
勤
続
四
十
年
を
迎
え
た

五
十
八
歳
で
早
期
退
職
を
し
て
、念
願
の
田
舎
暮
ら
し
を
始
め
た
。

「
以
前
か
ら
退
職
後
は
魚
釣
り
と
菜
園
の
で
き
る
場
所
を
、
と
和

歌
山
方
面
な
ど
で
探
し
て
い
ま
し
た
」。
た
ま
た
ま
淡
路
島
の
五

色
浜
に
売
り
物
件
が
出
て
、
応
募
。
抽
選
に
当
た
り
、
夫
婦
二
人

で
暮
ら
せ
る
手
頃
な
家
を
建
て
て
引
っ
越
し
て
き
た
。

　

当
時
、
こ
こ
は
別
荘
用
途
が
大
半
で
、
工

藤
さ
ん
の
よ
う
な
定
住
者
は
十
七
、八
軒
。
そ

れ
が
現
在
、
百
軒
余
り
の
入
居
者
の
う
ち
、

四
十
軒
ほ
ど
に
増
え
た
と
い
う
。

　

工
藤
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
が

阪
神
方
面
か
ら
の
定
年
退
職
者
家
族
で
、

「
魚
釣
り
」
が
主
な
選
定
基
準
と
か
。
そ

リタイア世代たちのセカンドライフニーズに応える

2
3

1 4

❶洲本市五色町の都志（つし）港防波堤は、釣りの名所　❷❸アスパ五色ではサッカー観戦やパークゴルフが楽しめる
❹早期退職し、愛犬と大阪から淡路島に移住した工藤さん夫妻
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洲
本
市
五
色
総
合
事
務
所
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
課
長
の
川
端
一
司

さ
ん
に
よ
れ
ば
、
町
営
分
譲
地
の
住
民
構
成
を
、
町
内
・
島
内
・

島
外
出
身
者
各
三
分
の
一
と
し
て
、
各
家
庭
が
地
元
に
融
和
し
や

す
い
よ
う
に
配
慮
。
排
水
溝
が
詰
ま
っ
て
も
、
地
域
の
人
々
が
一

緒
に
な
っ
て
修
繕
作
業
す
る
よ
う
な
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に

力
を
注
い
だ
と
い
う
。
併
せ
て
共
稼
ぎ
世
帯
向
け
に
保
育
施
設
を

建
設
。
そ
こ
に
周
辺
の
お
年
寄
り
を
招
き
、
世
代
間
交
流
も
深
め

て
い
っ
た
。
さ
ら
に
町
で
は
、
地
域
住
民
の
保
健
増
進
を
助
け
る

保
健
師
を
増
や
し
て
小
ま
め
な
対
応
を
行
っ
た
り
、
家
庭
菜
園
を

無
償
貸
与
し
た
り
、
老
人
大
学
や
文
化
サ
ロ
ン
を
開
い
て
参
加
を

呼
び
か
け
る
な
ど
、
お
年
寄
り
が
元
気
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

よ
う
な
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

も
っ
と
も
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
旧
五
色
町
が
小
回
り
の
利
く
、

人
口
一
万
人
規
模
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
こ
と
か
も
し
れ

な
い
。
川
端
さ
ん
は
、「
合
併
後
、
人
口
五
万
人
の
洲
本
市
全
域

を
対
象
と
し
た
健
康
福
祉
策
を
確
立
す
る
た
め
、
現
在
、
市
で
は

新
た
な
方
向
性
を
検
討
中
で
す
」
と
言
う
。

　

あ
く
せ
く
し
た
都
会
を
離
れ
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
充
実
し
た

健
康
福
祉
政
策
、
そ
し
て
農
業
や
漁
業
を
基
盤
と
す
る
、
開
か
れ

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
洲
本
市
五
色
町
で
の
、
の
ん
び
り
ゆ
っ

た
り
し
た
リ
タ
イ
ア
生
活
を
送
る
人
々
が
、
今
後
ま
す
ま
す
増
え

て
い
く
に
違
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●

　

古
来
、
地
域
に
伝
わ
る
「
水
」
共
生
の
「
川
端
文
化
」
を
維
持

し
続
け
る
琵
琶
湖
畔
の
「
針
江
」、
酒
造
り
を
支
え
て
き
た
杜
氏

の
技
術
と
情
熱
を
年
若
い
社
員
蔵
人
、社
員
杜
氏
が
受
け
継
ぐ「
伏

見
」、
若
手
後
継
者
の
育
成
と
新
規
参
入
者
の
支
援
を
通
じ
て
農

業
の
復
権
を
目
指
す
「
奈
良
」、
リ
タ
イ
ア
世
代
の
定
住
者
を
受

け
入
れ
な
が
ら
開
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
っ
て
き
た
淡
路

島
の
「
五
色
町
」
――

地
域
の
伝
統
や
特
性
を
生
か
し
た
地
道
な

取
り
組
み
の
な
か
か
ら
、
関
西
風
の
元
気
な
少
子
高
齢
社
会
が
築

か
れ
て
い
く
予
感
が
す
る
。

1
2

❶淡路島と神戸を結ぶ明石海峡大橋
❷播磨灘を望む五色浜リッチランドには多くのリタイア世代が
　セカンドライフを過ごしている

取
材
・
撮
影
／
伊
田
彰
成
　
編
集
／
田
窪
由
美
子


